
　
９
月
23
日
（
祝
・
土
）・
24
日
㈰
に
第

41
回
お
お
の
山
城
大
文
字
ま
つ
り
が
行
わ

れ
ま
す
。

※
ま
つ
り
予
備
日
な
し

　
ま
つ
り
の
Ｐ
Ｒ
に
使
用
す
る
タ
オ
ル
の

デ
ザ
イ
ン
を
募
集
し
ま
す
。

●
用
紙
サ
イ
ズ
　
80
㎝
×
30
㎝

●
色
数
　
２
色
ま
で

※
色
を
塗
る
面
積
が
広
す
ぎ
る
と
タ
オ
ル

製
作
上
、
色
落
ち
す
る
場
合
が
あ
る

の
で
控
え
て
く
だ
さ
い
。

●
応
募
要
領

◇
お
お
の
山
城
大
文
字
ま
つ
り
の
「
シ

ン
ボ
ル
マ
ー
ク
」
と
「
ロ
ゴ
」
を
入

れ
て
く
だ
さ
い
。

◇
デ
ジ
タ
ル
作
品
の
場
合
は
、
決
め
ら

れ
た
用
紙
サ
イ
ズ
で
出
力
し
、
デ
ー

タ
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
手
書
き
の
作
品
も
応
募
で
き
ま
す
。

◇
お
お
の
山
城
大
文
字
ま
つ
り
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
内
の
定
型
フ
ォ
ー
ム
を
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
し
て
作
製
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。

◇
自
作
で
未
発
表
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品

に
限
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
お
お
の
山
城
大
文
字
ま
つ

り
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

●
応
募
方
法
　
◇
送
付
◇
直
接
提
出
◇

メ
ー
ル

※
作
品
の
裏
面
に
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏

名
（
ふ
り
が
な
）・
年
齢
・
職
業
（
学

生
は
学
校
名
と
学
年
）・
電
話
番
号
・

デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て
の
簡
単
な
説
明

を
記
入

●
注
意
事
項

◇
用
紙
サ
イ
ズ
な
ど
規
定
以
外
の
作

品
は
、
受
け
付
け
ま
せ
ん
。

◇
作
品
の
著
作
権
は
、
お
お
の
山
城

大
文
字
ま
つ
り
委
員
会
に
帰
属
し

ま
す
。

◇
応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

◇
採
用
し
た
デ
ザ
イ
ン
を
事
務
局
で

補
作
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
表
彰

◇
入
選
（
１
点
）　
商
品
券
３
万
円
分

（
入
選
者
は
、
ま
つ
り
当
日
の
表
彰

式
に
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。）

◇
佳
作
（
数
点
）　
商
品
券
５
0
0
0

円
分

●
応
募
期
限
　
３
月
24
日
㈮
（
必
着
）

●
入
賞
発
表
　
広
報
「
大
野
城
」
６
月
１

日
号
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
お
お

の
山
城
大
文
字
ま
つ
り
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載

●
応
募
と
問
い
合
わ
せ
先

お
お
の
山
城
大
文
字
ま
つ
り
委
員
会

事
務
局
（（
一
社
）
市
に
ぎ
わ
い
づ

く
り
協
議
会
内
）〔
〒
８
１
６‐０
９

３
２
　
瓦
田
２‐６‐12
　
市
商
工
会

館
３
Ｆ
〕　 

☎（
５
７
４
）６
６
７
７

daim
onji@

onojo-nigiwai.net

●
問
い
合
わ
せ
先

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
推
進
課
に
ぎ
わ
い

づ
く
り
担
当
〔
〒
８
１
６‐８
５
１

０
　
曙
町
２‐２‐１
〕　

☎（
５
８
０
）１
８
９
５

第
41
回
お
お
の
山
城
大
文
字
ま
つ
り

タ
オ
ル
デ
ザ
イ
ン
募
集

おおの山城
大文字まつり
ＨＰ（参考）第40回記念まつりタオル

　令和３年度のごみ排出量は、２万8256ｔで、そ
のうち家庭系ごみの排出量は２万224ｔ、１人１日
当たり、約544ｇでした。
　令和３年度のごみ処理費（収集、資源化、最終処
分などの費用）は、約14億1604万円で、市民１人
当たり約１万4000円を負担したことになります。
ごみ処理費用には、ごみ袋や粗大ごみシールの売上
金（約３億1146万円）と約11億458万円の税金が
使われています。
　皆さんのごみ減量の努力により確実に処理費用を削減
できます。ごみの減量の取り組みに協力をお願いします。

ごみの現状　生ごみと雑がみがキーポイント
　もえるごみの中には、賞味・消費期限切れの食品
や調理くずが多く混じっています。分別すればリサ
イクルできる「雑がみ」が多く出されています。
　これらを減らすことがごみ減量につながります。

「雑がみ」
捨てないで！ 雑がみ15%

紙ごみ34%紙ごみ34%

もえるごみ

ごみ減量のポイント
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平成
29年度

事業系ごみ量（t）
家庭系ごみ量（t）

１人１日当たり家庭系ごみ排出量（g）

平成
30年度

令和
元年度

令和
2年度

令和
3年度

ご
み
排
出
量
（
ｔ
）

１
人
１
日
当
た
り
家
庭
系
ご
み
排
出
量
（ｇ
）

1万9532 1万9763 1万9967

8011 8368 8111

2万7543 2万8131 2万8078

2万224

8032

2万8256

2万511

7905

2万8416

ごみ排出量の推移

●問い合わせ先
循環型社会推進課ゼロカーボン推進担当
　　　　　　　　　　　　　　　　☎（580）1886

令和３年度 家庭系ごみ排出量

家庭ごみの減量にご協力を
ごみ処理に１人当たり年間約１万4000円

□食品を買いすぎない。
□賞味期限と消費期限の意味を知る。
　賞味期限　おいしく食べることができる期限。この

期限を過ぎても、すぐに食べられないことはない。
　消費期限　期限を過ぎたら食べないほうがよい期

限
□野菜などの傷みやすい食品は早めに使い切る。
□食べきることができる量に合わせて調理し、作り
すぎない。

□野菜の茎や皮を捨てずに使って調理する。
□新聞紙・ダンボール・雑誌・「雑がみ」（包装紙・
トイレットペーパーの芯・菓子箱など）・飲料用
パック・古布は、古紙等回収倉庫や集団回収に
出す。
□資源ごみ（ビン・缶、ペットボトル・白色トレー）
はきれいに洗って出す。
※汚れているものは、リサイクルできません。

粗大ごみ　726t

もえるごみ
1万7286t
もえるごみ
1万7286t

その他
もえないごみ
691t

有害ごみ　27t

ペットボトル・
白色トレー
189t

ビン・缶　534t 剪定枝・廃木材など
771t

家庭系ごみ
排出量
2万224t

排出量　１人１日当たり 約544ｇ

544
533 538 542

553

▲シンボルマーク▲ロゴ
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